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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・恵茂田　義春様～便秘7日目。ケンエーG浣腸1本処方となる。
・飯田　修子様～ピコスルファートNa内用液1本処方となる。
・東野　愛様～不眠時）ルネスタ(1)1T　5回分、
不穏時）リスペリドン内用液(1)1P　5回分処方となる。
・三浦　みよ子様～夫様より面談希望があり、主治医へ確認。2/13(木)11：20～の予定となる。家族連絡済み。
・柿木　真吾様～ピコスルファートNa内用液1本処方となる。
・和田　昌様～嚥下不良で食事、水分摂取困難である事を報告。安ヶ平Dr.より、
　　　　　　　ラクテック500ml　2本　3日分処方となる。服薬に関しては継続の指示。
・飯岡　未来様～眼球上転が見られ、室内をクルクル回って歩いており、リスペリドン(2)1P

を内服させるが状態変化無く、使用頻度が多い状態。15：00田名部Dr.へ経過報告し、不穏・不安時）ジアゼパム(5)1T（3時間あけて）3回分処方となり、IFオーダーに追加となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。スタッフへ話掛けの多さはあるが、不穏さは無く他者トラ
ブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・木村　正子様～各食全量摂取。拒薬、吐薬は無く内服スムーズ。妄想発言は聞かれず。
・苫米地 正義様～血糖値190～212mg/dlで経過し、不調の訴え無し。他者交流見られるが、
干渉的となる事や徘徊は無い。
・浪岡　美喜男様～ベンチに座って過ごしている。易怒的となる事や粗暴的となる事はなく経過。服薬拒否なし。
・岡沼　広宣様～感情の起伏の激しさは見られず、粗暴的となる事もなく経過。
・和田　みよ子様～午前、体温37.4℃にてクーリング開始し経過観察中。酸素飽和度81％まで低下するが、吸引にて粘稠痰除去し、94％まで改善。介入時の抵抗が強く活気見られる。昼食後、胃管チューブの自己抜去があり再挿入する。
・和田　昌様～食事はむせがあり、各食数口で終了。バイタルサイン異常はなく、酸素飽
和度96～97％で経過。痰絡みあり、適宜吸引実施。指示の点滴はトラブル
なし。活気無く、声掛けには頷くのみ。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～気分高揚さが見られ、「いつ北病棟に行けますか！」等話してくる。
些細な事や被害的な訴えが聞かれ、頓服薬内服にて対応し、他者ト
ラブルはなく経過。次回定期薬より薬剤調整予定。家族は措置解除
に否定的（安心して生活できない、入院費が支払えない等）であり、
協力が得られない状態。
